
む ら

富良野オムカレー推進協議会
○富良野産の多種多様な食材を利用できる富良野オムカレーを、これ
までの景観に加えた観光資源として確立。

○地元食材の使用とふらの牛乳をつけるなどの提供スタイルにこだわったルー
ルを明確化し、食メニューを地域ブランド化。毎年約８万食を販売。

○小中学校やスーパーでのレシピカード配布等により、地域に根ざした
食文化を醸成。

「ディスカバー農山漁村の宝」選定地区（案）①
む ら

①北海道 富良野市

標津町エコ・ツーリズム交流推進協議会
○都市住民に対し、酪農生産者宅へのホームステイや水産加工、郷
土料理づくりなど多様な体験プログラムを提供。

○毎年約２，０００人が体験プログラムに参加。来訪者による地元食材の評価
の高まりを受け、食メニューの開発や鮭節等商品開発にもつながる。

○水産物の高度な衛生管理の取組をＰＲ（安全・安心な水産物の付加
価値を向上）。

②北海道 標津町

富良野オムカレー イベントへの出展 一般家庭向けレシピカード 酪農家との共同体験 漁業生産現場の見学 秋鮭加工体験

東北 食の力 プロジェクト
○生産者と飲食店がダイレクトに取引・流通を行い、販路を拡大。

○継続性のあるネットワークの確立に向け、外食をとりまく企業等を囲
い込みながら月例勉強会、商談会を実施。

○仙台を中心に、行政・外食・生産者が一体となった海産物等の物販
やＰＲイベントを開催。

④宮城県 仙台市

居酒屋と鮮魚店の連携 漁業者と飲食店の合同イベント ＰＲイベント

三陸に仕事を！プロジェクト
○復旧期の津波被災地における女性向けの一時的な地域雇用を創出
するため、漁網を使用したミサンガを製作、販売。

○地元マスコミ企業を中心に立ち上げ、最盛期には約300人の女性が
参加。累計で約1億円の給金を被災者に支給。

○次の職業への移行のための研修を行いつつ、ミサンガ事業を縮小。
最新冷凍技術を導入した「浜の番屋料理」の加工販売等に着手。

③岩手県 盛岡市

漁網を使用したミサンガの製作 ミサンガ完成品 広報ポスター
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む ら

宍塚の自然と歴史の会
○関東平野有数の里山の植生管理、在来植物保全のための草刈り、
ビオトープ整備などの環境保全活動を実施。

○豊かな自然環境や歴史的遺産を活用した観察会等を毎年８０回以
上開催。地元小中学校等が参加。

○米オーナー制度により、谷津田の耕作を維持。

「ディスカバー農山漁村の宝」選定地区（案）②
む ら

⑤茨城県 つくば市

ハッピーロード大山商店街振興組合
○全国ふる里ふれあいショップ「とれたて村」が、全国１６の自治体と契
約し、農産品・加工品を都心で販売。

○商店街と農山漁村が連携し、都市ユーザーの視点からのアドバイス
や訪問ツアーを産地が受ける一方、生産者が都心を訪問し、児童生
徒の食育実施や生産地の修学旅行生のふる里宣伝など社会活動を
展開。

⑥東京都 板橋区

雑木林の植生管理 田植え体験 タカの生息する地域の宍塚米 とれたて村 生産者イベントの開催 産地訪問ツアー

えがおつなげて
○耕作放棄地の開墾から、農作物の栽培、収穫までの一連の作業を、
企業と連携して実施。

○１０社の企業と連携。企業毎に特徴ある農地の利用（社員研修、顧
客の体験ツアー、商品開発等）を行う「企業ファーム」を展開。

○現在までに３ｈａ以上の耕作放棄地を開墾・再生。

⑦山梨県 北杜市

大長谷村づくり協議会
○都市住民による「ながたん農援隊」が山菜やキノコの収穫、有機野
菜作り等の里山体験を実施。

○炭焼きや輪かんじき作り等、伝統文化も継承。

○登録された隊員は１００名超。二地域居住やクラインガルテンを利用。星空
ガイド、調理技術等、異業種のノウハウも地域に導入。

⑧富山県 富山市

開墾前の耕作放棄地 開墾作業 田植え 山菜の勉強会 隊員による野菜作り 炭焼き
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